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01 現状・課題 2

現状① 新潟県内の鉄道ネットワーク

会津若松
（福島県会津若松市）

米沢
（山形県米沢市）

村上（村上市）

坂町
（村上市）

新潟
（新潟市）

新津（新潟市）

新発田（新発田市）

東三条（三条市）

弥彦
（弥彦村）

長岡（長岡市）柏崎
（柏崎市）

犀潟
（上越市）直江津

（上越市）

上越妙高
（上越市）

糸魚川
（糸魚川市）

小出（魚沼市）

越後川口
（長岡市）

浦佐（南魚沼市）

湯沢（湯沢町）

国土地理院ウェブサイト（鉄道路線図を加工）

六日町（南魚沼市）

十日町市
（十日町市）

米坂線
（米沢～坂町）

只見線
（会津若松～小出）

磐越西線（郡山～新津）

白新線
（新潟～新発田）

羽越本線
（新津～秋田）

信越本線
（直江津～新潟）

越後線
（柏崎～新潟）

弥彦線
（弥彦～東三条）

飯山線
（豊野（長野県）～越後川口）

北越急行
ほくほく線
（六日町～犀潟）

北陸新幹線

宮内（長岡市）

市振
（糸魚川市）

妙高高原
（妙高市）

上越線
（高崎（群馬県）～宮内）

上越新幹線

えちごトキめき鉄道
日本海ひすいライン
（市振～直江津）

えちごトキめき鉄道
妙高はねうまライン
（妙高高原～直江津）

【凡例】
高速鉄道ネットワークあり方
検討委員会で検討中の路線（一部区間）

在来線

新幹線

郡山
（福島県会郡山市）

大糸線
（松本（長野県）
～糸魚川）



〇 整備新幹線は、北海道・北陸・西九州新幹線を除き、整備に一定の目途
○ 今後、羽越新幹線を含む基本計画路線の整備に期待

国土交通省公表資料に新潟県が加筆

羽越新幹線

上越妙高
糸魚川富山
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現状② 全国の新幹線の整備状況



○ 上越妙高・糸魚川～新潟の移動は、上越妙高～長野、糸魚川～富山に比べ時間を
要する。

新潟

糸魚川

富山

高崎大宮

金沢

仙台
盛岡

青森

宇都宮東京

横浜

福井敦賀

山形

福島

新庄

秋田

新函館北斗

国土地理院ウェブサイト（鉄道路線図を加工）

糸魚川駅⇔富山駅

車 １時間１5分

鉄道
２７分（１日16往復）

※新幹線利用

上越妙高駅⇔長野駅

車 １時間9分

鉄道
２３分（１日16往復）

※新幹線利用

糸魚川駅⇔新潟駅 上越妙高駅⇔新潟駅

車 ２時間11分 １時間４９分

高速バス ２時間44分（１日２往復）
2時間17分（１日10往復）

（高田駅にて算出）

鉄道
2時間59分

（1日21往復 ※上越新幹線）

※全区間新幹線利用

1時間56分
※新潟～長岡は新幹線利
用。長岡以西は「しらゆ

き」利用

鉄道

2時間22分
※上越妙高～新潟は「しら
ゆき」利用。上越妙高以西

は新幹線利用

２時間1分（１日４往復）

※全区間「しらゆき」利用
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課題① 新潟地域～上越地域のアクセス改善

北陸新幹線

東北新幹線
秋田新幹線

北海道新幹線

東海道新幹線

長野

長岡

山形新幹線

上越新幹線

上越妙高



〇 北陸新幹線開業により、北陸方面の優等列車は、県内のみの運行に移行
〇 平成29年度以降、新潟～上越間の優等列車は減便・廃止が相次ぐ
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課題② 新潟地域～上越地域の利便性低下

特急北越 特急しらゆき 特急しらゆき

金沢－新潟　５往復
新井･上越妙高－新潟

５往復
新井･上越妙高－新潟　４

往復

おはよう信越・
らくらくﾄﾚｲﾝ信越

おはよう信越・
らくらくﾄﾚｲﾝ信越

信越（全席指定）

直江津－新潟　１往復 直江津－新潟 １往復 直江津－新潟 １往復

糸魚川快速

糸魚川－新潟 １往復

快速くびき野 新井・直江津快速 新井・直江津快速 直江津快速

新井－新潟　３往復
新井－新潟 ２往復
直江津→長岡 １便

廃止
※ただし、【長岡～直江

津】間は運行

廃止

新井－新潟
 【上り１便】
　  直通
 【上り１便、下り２便】

　 直江津、　長岡で乗換

直江津→長岡　１便

北陸新幹線開業前
北陸新幹線開業後

（H27.3）
H29.3

ダイヤ改正
H30.3

ダイヤ改正
R3.3

ダイヤ改正
R4.3

ダイヤ改正

直江津－新潟　１往復
直江津－長岡
 上り ２便 下り ３便



〇 信越本線の利用状況は、令和３年度以降回復傾向であるが、コロナ前の水準に
回復していない。
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課題③ 鉄道利用の回復

14,385 
15,026 15,012 

13,467 

4,447 4,350 4,155 3,985 3,837 
2,892 2,801 2,924 2,985 

14,129 14,867 

8,560 

6,128 
3,800 3,741 3,596 3,576 3,418 2,326 2,381 2,632 2,884 

7,386 

15,180 

13,751 
12,044 

11,434 11,423 11,292 11,296 11,012 

8,362 8,725 9,375 
10,057 

17,865 

27,231 
26,488 

25,117 

28,383 28,132 27,942 27,855 27,136 

21,058 21,612 
22,841 

24,464 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

S62 H12 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

信越本線の平均通過人員
（人／日）

（年度）

注：S62～H27は、５か年毎で集計

出典：ＪＲ東日本HP／信越本線「平均通過人員（人／日）」

↑

北陸新幹線開業

↑

国鉄民営化

↑

ほくほく線開業

↑

新型コロナウイルス

感染症流行

長岡（長岡市）～新津

新津（新潟市）～新潟（新潟市）

直江津（上越市）～犀潟（上越市）

犀潟～長岡



新潟、長岡地域の居住者を対象（n=900人）に、上越地域への流動状況等について、
インターネット調査を実施（令和２年度 新潟県調査）

【アンケート結果】 ※上越に月一回以上訪問する人（全体の52.7％）の状況
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95.1

2.7
1.3 0.8

上越地域への移動手段

自家用車

（自分で運転＋送迎）

鉄道

（信越本線利用）

高速バス

その他
10.8

15.0

15.8

56.1

0 20 40 60

その他

買い物

出張

観光・旅行

訪問目的

（％）

〇 新潟・長岡地域～上越地域の移動は、自家用車が９割超を占め、鉄道・高速バス
の利用はわずか

課題④ 鉄道へのシフト



仙台

01 現状・課題 8

福島

山形

新潟

長岡

大宮

高崎

東京

上越妙高

富山

金沢

福井

敦賀

新大阪

名古屋
静岡

宇都宮

京都岡山

広島

博多

長野

リニア中央新幹線
（品川～大阪）

国土地理院ウェブサイト（鉄道路線図を加工）

北陸新幹線
（敦賀～新大阪）

東北新幹線

上越新幹線

北陸新幹線
（開業済み）

東海道新幹線

山形新幹線

九州新幹線

山陽新幹線

仙台

品川

課題⑤ 将来的な本県の優位性の低下のおそれ

○ ３つの高速鉄道（東海道・北陸・リニア）が
巨大な経済圏を形成（スーパーメガリージョン）

○ 関西～北陸～信越～関東の都市間連携・
回遊性が強化



○ 新潟地域と上越地域のアクセス改
善等を図るため、高速鉄道の整備や
地域の活性化策等の今後のあり方に
ついて検討

設置目的

○ R4.10.19に検討委員会を設置し、
これまで５回開催

○ R6.3.26の第５回検討委員会では、
概算工事費や時間短縮効果などを
とりまとめ

○ 現在、需要予測や費用便益比（B/C）
などを調査中

検討状況

団体名 職名 氏名 備考

同志社大学大学院ビジネス研究科 教授 大串 葉子 委員長

富山大学学術研究部都市デザイ
ン学系
都市政策支援ユニット鉄道再生・
整備支援センター

特別研究教授
センター長 金山 洋一

株式会社ＪＴＢ総合研究所
西武文理大学サービス経営学部

客員研究員
教授 波潟 郁代

（一財）新潟県商工会議所連合会 専務理事 早福 弘

新潟経済同友会 専務理事
事務局長 藤澤 成

(株)日本政策投資銀行 新潟支店長 和田 雅彦

(株)第四北越銀行 コンサルティング
事業部長 長谷川 徹

長岡市 都市整備部長 水島 正幸

上越市 総合政策部長 野上 伊織

柏崎市 総合企画部長 井比孝広

十日町市 総務部長 金澤 克夫

糸魚川市 産業部長 大嶋 利幸

南魚沼市 総務部長 南雲 貢

新潟県 交通政策局長 太田 勇二

東日本旅客鉄道(株)新潟支社
企画総務部
経営戦略ユニット
ユニットリーダー

吉田 勤 オブザーバー

西日本旅客鉄道(株)金沢支社 地域共生室企画課
交通企画室長 鹿野 剛史 オブザーバー

国土交通省北陸信越運輸局 鉄道部長 笠原 由之 オブザーバー

高速鉄道ネットワークのあり方検討委員会 委員名簿（R6.3.26現在）
（順不同、敬称略）
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【案１－１】
「信越本線・上越妙高

ミニ新幹線化」

上
越
新
幹
線

柏崎

長岡

犀潟直江津

上越妙高

信越本線

トキ鉄
はねうまライン

【案２】
「信越本線既存線改良」

上
越
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

柏崎

長岡

犀潟

直江津

上越妙高

信越本線

柿崎

【案１－２】
「信越本線・糸魚川

ミニ新幹線化」

上
越
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

柏崎

長岡

糸魚川

犀潟

直江津

上越妙高

信越本線トキ鉄
日本海ひすいライン

宮内

約40km

北陸新幹線

宮内 宮内

越後広田

塚山

03 調査結果 10

いずれも国土地理院ウェブサイト（鉄道路線図を加工）

【案３】
「北越急行ミニ新幹線化、
長岡⇔柏崎シャトル化」

上
越
新
幹
線

浦佐

柏崎

長岡

上越妙高

信越本線

北急
ほくほく線

うらがわら 上越線

北陸新幹線

高速鉄道のルート案
上越妙高～長岡間をミニ新

幹線化し、新大阪～新潟間で
直通列車を走行する案

糸魚川～長岡間をミニ新幹
線化し、新大阪～新潟間で直
通列車を走行する案

上越妙高～長岡の線路を改良し、
特急を走行する案

上越妙高～浦佐間をミニ新幹
線化し、新大阪～新潟間で直通
列車を走行し、柏崎～長岡間に
直通の特急を走行する案

宮内



経 路 現 行

案１－１ 案１－２ 案２ 案３

信越本線・上越妙高

ミニ新幹線化
信越本線・糸魚川

ミニ新幹線化
信越本線

既存線改良

北越急行
ミニ新幹線化、

柏崎⇔長岡
シャトル化

上越妙高～新潟
１時間58分

※特急しらゆき直通

▲37分短縮
（１時間21分程度）

―
▲27分短縮

（１時間31分程度）
▲40分短縮
（１時間18分程度）

糸魚川～新潟
２時間26分

※特急しらゆき、
北陸新幹線利用

―
▲55分短縮
（１時間31分程度）

▲27分短縮
（１時間59分程度）

―

新大阪～新潟
（想定）

４時間26分
▲55分短縮

（３時間31分程度）
▲54分短縮

（３時間32分程度）
▲14分短縮

（４時間12分程度）
▲58分短縮

（３時間28分程度）
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時間短縮効果



現 行

※特急しらゆき

案１－１ 案１－２ 案２ 案３

信越本線・上越妙高

ミニ新幹線化
信越本線・糸魚川

ミニ新幹線化
信越本線

既存線改良

北越急行
ミニ新幹線化、

柏崎⇔長岡
シャトル化

車両 特急 ミニ新幹線 ミニ新幹線 特急
ミニ新幹線

特急

便数 １日４往復 １日６往復 同左 １日８往復 １日８往復

最高速度 １２０km/h 130km/h 130km/h 130km/h 160km/h

課題
※現行

ダイヤでの
列車本数

維持を前提

ー

【在来線・貨物】
・時刻変更が必要

【在来線】
・普通列車のダイ
ヤを圧迫

同左 ー

【在来線・貨物】
・普通列車のダイ
ヤを圧迫
・時刻変更が必
要（ほくほく線）
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運行計画



案１－１ 案１－２ 案２ 案３

信越本線・上越妙高

ミニ新幹線化
信越本線・糸魚川

ミニ新幹線化
信越本線

既存線改良

北越急行
ミニ新幹線化、

柏崎⇔長岡
シャトル化

概算工事費
※車両開発、購入等は

別途必要
※管理費、消費税除く

約1,200億円 約1,500億円 約2,000億円 約2,100億円

工事延長
（改軌(※)延長）

※線路のレールの間隔を
変更することをいう

約86ｋｍ
（約80km）

約117km
（約111km）

約82km
（0km）

約72km
（約50km）

概略工期
※用地交渉期間は

含まない

15～17年程度 19～21年程度 13～15年程度 8～10年程度
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概算工事費・概略工期等



主な課題
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案１－１ 案１－２ 案２ 案３

信越本線・上越妙高
ミニ新幹線化

信越本線・糸魚川
ミニ新幹線化

信越本線
既存線改良

北越急行ミニ新幹線化、
柏崎⇔長岡シャトル化

整備上の
主な課題

工事期間中の運休
○（上越妙高～直江津間

[３～４年]）
― ―

○（魚沼丘陵～うらが
わら間[５～６年]）

電気設備（信号等）
の複雑化

○（信越本線単線化、三
線軌化）

○（信越本線、トキ鉄
単線化、三線軌化）

― ○（上越線単線化）

整備工事の難航の
おそれ（軟弱地盤、
ガス湧出等）

― ― ○（短絡トンネル区間）
○（上越妙高～うらが

わら間の短絡線）

長大なスラブ軌道
（＊）区間の改軌等

― ― ― ○（ほくほく線）

ミニ新幹線車両の
開発

○ ○ ― ○

整備後の
主な課題

三線軌の
メンテナンス

○ ○ ― ○

スイッチバック（＊） ○（上越妙高） ― ― ―

在来線の
利便性低下

○（普通列車） ○（普通列車）
○（直江津～新潟間の
直通特急列車廃止）

○（直江津～新潟間の
直通特急列車廃止）

単線化、風雪による
ダイヤの乱れ

○ ○ ― ―

踏切対策、既存路線
や駅の取扱い

○（踏切対策） ○（踏切対策）
○（既存路線や駅の取

扱い）
―

※ 「＊」が付いている項目はスライド16で補足



<補足>

○ 鉄道線路のレール幅が新幹線規格
（1,43５ｍｍ）のもの。

○ 標準軌車両（新幹線車両とミニ新幹線
車両）が走行する。

標準軌

○ 狭軌（在来線規格（1,067ｍｍ）のレール
幅）の脇にレールを１本敷設することにより、
狭軌車両 （在来線）と標準軌車両（ミニ新幹
線）が走行できるもの。

三線軌

在来線は線路の
幅が異なるため、
新幹線に直接乗
り入れできない。

改軌（標準軌化又は３線軌化）によ
り、新幹線の直通運転ができるよう
になる。

○ 新幹線規格の線路を新規に建設すること
なく、既存の在来線を改軌（標準軌化又は三線
軌化）して、新幹線路線と直通運転（新在直通
運転という。）できるようにした方式。

ミニ新幹線

出典：ＪＲ東日本ＨＰ

山形新幹線
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<補足>

○ コンクリート路盤上にコンクリート製の板（軌道
スラブ）を設置し、その上にレールを敷く構造のこ
と。

○ 案３は、長延長（約43ｋｍ）のスラブ軌道（ほく
ほく線区間）の改軌工事が必要となる。

スラブ軌道

○ 進行方向をそれまでと反対方向に切り替えること。
○ 案１－１については、トキ鉄はねうまラインの上越

妙高駅でアプローチ線を経由して北陸新幹線に乗
り入れる際に進行方向の切換が必要となる。

○ 東京方面の線路に入線した後、渡り線を通って北
陸方面の線路に入線することから、北陸新幹線のダ
イヤの支障となるおそれがある。

スイッチバック
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スラブ軌道

出典：鉄道建設・運輸施設整備支援機構ＨＰ

軌道スラブ

国土地理院ウェブサイト（鉄道路線図を加工）

上越妙高

えちごトキめき鉄道
妙高はねうまライン

北陸新幹線

至 直江津

至 妙高高原
至 東京

至 敦賀

北陸方面には行
くにはスイッチ
バックが必要


